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「音で遊べるワークショップ型上映会」を開発したTHEATRE for 

ALLの「劇場をつくるラボ」は、障害のある方に劇場作品がどの

ように鑑賞されているか、視聴・鑑賞にどのような“バリア”が生

じているか、障害のある方を含む私たちにとっての劇場とはなに

かを知るため、全国の福祉施設とともに鑑賞体験を考えるプロ

ジェクトとして、2021年に始動しました。

1年目は、障害のある方にとって適した鑑賞環境を模索するた

め、配信された劇場作品を福祉施設で鑑賞するための空間づく

りを。2年目は、そもそも障害のある方が楽しめる劇場作品が少

ないのではないかとの気付きから、映像作品の創作に挑戦して

きました。

3年目となった2023年、2年目に創作した映像作品をよりよい

かたちで鑑賞するため、障害のある方たちとともに開発に取り組

み、生まれたのが「音で遊べるワークショップ型上映会」です。
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イントロダクション

一般社団法人 ドリフターズ・インターナショナルは、バリアフリー

なオンライン劇場「THEATRE for ALL」を起点に「劇場をつくる

ラボ」事業を2021年から実施してきました。当事業は、福祉施設

へ鑑賞体験を届けることを目的に活動を重ねています。

鑑賞体験は、鑑賞者に豊かな想像力や創造のための刺激を与

えてくれる、とても能動的なアート活動です。一方で、鑑賞する環

境や準備する内容によって、その受け取り方や、鑑賞を経て生ま

れる表現は大きく異なります。スクリーンの大きさ、イスの並べ方、

一緒に見る人、見る前の心の準備など。小さな環境や言葉の違

いが、感じ方に影響を与えます。

その小さな違いを見つけるために、これまでさまざまな福祉とアー

トの専門家たちが集まり、施設を利用する障害のある方々と共

に、たくさんの実践と研究を続けてきました。

本書は、特に2023年度に行った福祉施設でのプロジェクト「音

で遊べるワークショップ型上映会」の活動をまとめた記録集で

す。全国3ヶ所の福祉施設＋特別編2ヶ所での実施例では、そ

れぞれの福祉施設や会場に合わせた工夫や挑戦、そして障害

のある方や施設職員の方々のご意見を紹介しています。「音で遊

べるワークショップ型上映会」によって、言葉を使わないコミュニ

ケーションや、普段とは違う関係性が生まれる可能性についてま

とめます。

はじめにイントロダクション 劇場をつくるラボとは

劇場をつくるラボ2021
たんぽぽの家
アートセンター HANA
での実施の様子（左）
劇場をつくるラボ2022
で制作した
オリジナルアニメーション
『PAPER？／かみ？』（右）
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音で遊べる
ワークショップ型上映会

音で遊べる
ワークショップ型上映会 「音で遊べるワークショップ型

上映会」とは？

「音で遊べるワークショップ型上映会」は、「映像を観ながら、ど

んな音が鳴っているかを想像して、みんなで音を鳴らしながら映

像鑑賞をする」参加型の上映会です。

以前、劇場をつくるラボが映像作品の上映

会を実施したとき、参加者の子どもたちが

自然と声や音を出しながら鑑賞していたこ

とが、着想のきっかけになりました。そうし

た状況は、映像に触発されたことで、子ど

もたち自身のある種の「表現」が漏れ出て

いた、と考えることができます。

「映画館では、声を出さずに静かに鑑賞し

ないといけない」

「映像はじっと画面に向き合って観るもの」

こうした感覚が社会の当たり前になってい

るかもしれませんが、必ずしも全員にとって

の当たり前ではないはずです。身体が動いてしまう、声が出てし

まう、といったことを社会の当たり前にあてはめて問題行動と捉

えるのではなく、知的障害や発達障害のある人たちにとっての

一種の表現であると捉え、一緒に映像鑑賞を楽しむためにはど

んな工夫ができるだろう？ そんな問いから開発に取り組み、生

まれたのが「音で遊べるワークショップ型上映会」です。

木もれ陽の里での
実施の様子
（撮影：たけなかあいこ）

「音で遊べるワークショップ型上映会」では、鑑賞によって刺激

を受けることで、障害のある人から「音を出す」という言葉を介さ

ないコミュニケーションや自己表現が引き出され、ふだん得るこ

とのない経験ができます。こうした経験は、日常生活にもどって

もなにかの変化を生むかもしれません。

また、実施する場所の環境や利用者の特性にあわせてプログラ

ムを部分的に調整しながら実施することによって、新しいコミュ

ニケーションが生まれやすくなります。劇場をつくるラボのファシ

リテーター（参加者の行動を促し集団活動がスムーズに進むよう支援す

る進行役）は、さまざまなニーズに合わせてプログラムを調整しな

がら、参加者の感情や表現を引き出し、新しいコミュニケーショ

ンのきっかけをみつけるサポートをします。

障害のある人のふだんとは異なる反応を見た施設職員の方に

とっても、気づきがあるかもしれません。「音で遊べるワークショッ

プ型上映会」は、施設の利用者と職員の新しいコミュニケーショ

ンのきっかけにもなるのではないかと私たちは考えています。



佐藤拓道
（たんぽぽの家アートセンター HANA副施設長／俳優）
ワークショップ型上映会デザイン／
アドバイザー／ファシリテーション

障害のあるメンバーのケアと共に
「HANA PLAY」と題した演劇プログラムを担当。
彼らの暮らしや人生の経験に基づいた
演劇を創作、上演を行っている。
施設外での演劇ワークショップや講演、
俳優の活動も行なっている。

 

「音で遊べるワークショップ型
上映会」を一緒につくった人たち
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栗田結夏（アートマネージャー）
ワークショップ型上映会デザイン／
プロジェクトマネジメント／ファシリテーション

立教大学社会学部メディア社会学科卒。
2019年－21年、パフォーミングアーツを制作する
株式会社precogにて主にワークショップ
企画制作など、学びのデザインを担う。
2023年からフリーランスとなり
アート・学び・福祉の交差分野で幅広く活動している。

音で遊べる
ワークショップ型上映会

音で遊べる
ワークショップ型上映会

スタッフ

 表現や感情を引き出す

障害当事者

障害当事者

音表現でコミュニケーション

スタッフ障害当事者

お互いに共有してみる

スタッフ

ファシリテーター

上映会開発メンバー

佃梓／馮馳（NPO法人リベルテ）
ファシリテーション協力／楽器提供／アドバイザー

NPO法人リベルテは、何気ない権利や
自由について考え取り組みながら、表現が生まれる
場づくりをおこなっている。上田市で
アトリエと食堂の4拠点にて街の中で活動中。
2023年度「劇場をつくるラボ」では、
リベルテの運営・企画に関わる佃梓、
アート担当の馮馳が施設メンバー 3名と参加。

 

上映会協力メンバー

 

星野麻子
プロデューサー

兵藤茉衣
プロデューサー

林芽生
プロジェクトマネージャー

企画・制作メンバー

「音で遊べるワークショップ型上映会」での
各参加者の役割を解説した図。
参加者である福祉施設スタッフの方と
障害のある人の表現や感情を引き出し、
お互いに共有しながら、
音を使ったコミュニケーションを生む
サポートをすることで、
ひとつの鑑賞体験になります。
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「音で遊べるワークショップ型上映会」は、たんぽぽの家アートセ

ンター HANA副施設長の佐藤拓道さんと共同で開発されまし

た。佐藤さんは、HANAの演劇プログラム「HANA PLAY」で障害

のあるメンバーたちと演劇活動をおこなってきた方です。

佐藤さんと、どのようなワークショップにすれば障害のある方とと

もに能動的で自由な鑑賞体験ができるかを議論しながら、プロ

グラムが開発されました。その対話のなかから、この「音で遊べ

るワークショップ型上映会」をとおして劇場をつくるラボが目指

すべきことが現れてきました。

 

1 どこでもだれでも実施できる汎用性（可変性）の
 高いワークショップとして開発する

施設ごと、障害ごとに、特性や状況が異なることは当たり前。人

数や世代、障害の有無のような、状況や属性の違いによって制

限が生まれない、一人ひとり異なる興味・関心に合わせて調整で

きるワークショップが目指されました。

この上映会では、ふだんどのような生活を送っているかが、表現

の大きな違いとして現れてきます。自分を表現することにどれだ

け慣れているか、そもそも他者とコミュニケーションをとることが

難しいなどの違いにも配慮して、だれでもすこしでも楽しむことの

できる上映会になればと思いながら開発しました。

 

2 障害者̶介助者間の関係性を考えなおす
 きっかけをつくる

福祉施設では、「介助する人」と「介助される人」のように、関係

性が固定されてしまうことがあります。この上映会は、そうした関

係性から脱却できる時間を提供する機会にもなるよう企画され

ました。

また、鑑賞によって得られる発見は、施設利用者だけでなく、

施設の職員にもあるはずです。ですから、施設の職員も一緒

に参加することで、気づきや発見のあるプログラムを目指しま

した。

 

3 「わからない」を大事に

ふだんと異なる環境に置かれると、「わからない」と感じることが

多くなります。今回の上映会の開発では、この「わからない」を大

事にした開発が進められました。

実際に上映会を開催すると、参加者が「わからない」に出会って

迷っていると反応がよくないこともあります。そうしたとき、反応が

よくないからやらない、という判断は簡単ですが、「わからない」に

出会ったときにこそできる経験もあるはずです。

障害のある人だからという理由だけで「わからない」との出会い

を取り上げてしまうのではなく、「わからない」ことをとおしてその

向こう側を一緒に考える／想像することのできる上映会になるよ

う開発しました。11

音で遊べる
ワークショップ型上映会 劇場をつくるラボが

「音で遊べるワークショップ型
上映会」で目指していること

音で遊べる
ワークショップ型上映会
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音で遊べる
ワークショップ型上映会

 

1 楽器づくり

「音で遊べるワークショップ型上映会」は、

まず楽器をつくるところからはじまります。

自ら楽器をつくることで、どのような音が出

るのかを知り、音をとおしてなにかを表現す

ることをイメージしやすくする効果がありま

す。障害のある方のなかには、音を出した

り、音を想像したりすることが苦手な方もたくさんいらっしゃいま

す。だから、まずは楽器をつくることからやってみることで、音に

親しんでもらうことからスタートすることにしました。

具体的には、カプセルトイのカプセルにビーズや豆、ピンポン玉

を入れたり、新聞紙を破いて丸めたり、キッチン用品の泡立て器

でバケツのなかをかき回してみたり、庭に落ちていた枝で机を叩

いてみたり……身近にあるさまざまなものをつかって楽器をつく

ります。

どの楽器を使うか、どんな楽器をつくるか。そうした選択自体も、

表現のひとつになりえます。できるだけ簡単なことからスタートす

ることで、表現することの準備となります。

 

2 音を楽しむ準備

楽器をつくってみたら、それを使って実際に

音を出してみます。どんな楽器をつくったの

か、参加者それぞれがスタッフの方と一緒

に音を鳴らしながら発表します。

ここでは、ただ音を出すだけではなく、この

あと待っている「音のない映像にどんな音

が鳴っているかを想像して音を出す」という作業に向けて、段階

的に「想像して音を出す」ことの準備をします。大きな音・小さな

音など簡単なところからはじめて、悲しい音・楽しい音、恋に落ち

た時の音など、感情など実際には音のないものにフォーカスした

「正解」のない想像の音をつくる準備です。

小さな実験や準備を積み重ねることをとおして、「表現」として

「音を楽しむ」ことにトライする時間だと言えるでしょう。

「音で遊べるワークショップ型
上映会」のプログラム

（撮影：たけなかあいこ） （撮影：たけなかあいこ）

音で遊べる
ワークショップ型上映会
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3 映像鑑賞しながら音を出す

いよいよ、映像を観ながら、どんな音が鳴っ

ているかを想像して音を鳴らしてみます。

とはいえ、いきなり映像に音をつける作業

はむずかしいので、準備としてスタッフが紙

芝居を使ってこれから鑑賞する映像作品

の解説をして、みんなで紙芝居に合わせて

音を出す準備をします。

自分を表現する準備を経て、実際に映像を鑑賞しながら音を出

してみます。音を出して映像作品を鑑賞する機会はなかなかない

ですが、ここでは楽器の音を鳴らすだけでなく、動き回っても、お

しゃべりしても、黙って集中していても大丈夫。だからこそ、障害

の有無も年齢も関係なく、みんなが楽しむことのできる時間です。

 

4 余白の時間

上映会はこれでいったん終了ですが、終了

後に「余白の時間」として、会場に映像作

品を流しておく時間をとるようにしています。

劇場をつくるラボが活動2年目に制作した

映像作品『PAPER？／かみ？』など、言葉を

使っていない作品映像を流しておくことで、

クールダウンと同時に自由な表現が生まれることを意図して、こ

の時間を設けています。実際に、上映会に参加していなかった人

が急に映像の前で踊りだしたこともありました。

（撮影：たけなかあいこ） （撮影：たけなかあいこ）

音で遊べる
ワークショップ型上映会

音で遊べる
ワークショップ型上映会
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